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◆新宿区が「子育てしやすいまちだと思う」人が、就学前児童保護者、小学生保護者ともに増え

ました。その理由として、「交通機関が便利」という都心居住の良さとともに、保育園、子ど

も園、幼稚園、小学校等の子育て環境が充実していることが挙げられています。 

 

図表 1 新宿区の子育て環境評価（就学前児童保護者）＜経年比較＞ 

  

図表 2 新宿区の子育て環境評価（小学生保護者）＜経年比較＞ 

  
 

【子育てしやすいまちだと思う理由（上位 5位）】 

 
就学前児童保護者（n=628) 小学生保護者（n=442) 

1 交通機関が便利である 360  人 交通機関が便利である 265  人 

2 
保育園、子ども園、幼稚園などが利用しや

すい 
215  人 

小学校、保育園、子ども園、幼稚園などが

利用しやすい 
211  人 

3 公園や児童館など子どもの遊び場が多い 215  人 住環境が良い 143  人 

4 住環境が良い 184 人 職場と住居が近い 93 人 

5 保育サービスが充実している 154 人 公園や児童館など子どもの遊び場が多い 91 人 

 

◆新宿区次世代育成支援計画では、「子育てしやすいまち」だと思う人の割合を増やすことを目

標としています。今回の調査結果では目標値を上回り、目標を達成することができました。 

 

 平成 15 年度 

調査結果 

平成 20年度 

調査結果 

 
目標値 

 今回 

調査結果 

就学前児童保護者 24.7％ 35.9％  （45％）  47.0％ 

小学生保護者 16.6％ 35.0％  （45％）  54.9％ 
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就学前児童保護者

（平成25年度）（n=1,337)

（平成20年度）（n=920)

（平成15年度）（n=1,364)

子育てしやすいまちだと思う 子育てしやすいまちだと思わない どちらともいえない その他 無回答
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35.0 

16.6 
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31.1 

41.0 

46.2 

0.4 

1.0 

1.0 

2.0 

1.6 
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小学生保護者

（平成25年度）（n=805)

（平成20年度）（n=924)

（平成15年度）（n=1,302)

子育てしやすいまちだと思う 子育てしやすいまちだと思わない どちらともいえない その他 無回答

新宿区を子育てしやすいまちだと思う人が増えました！ 
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◆調査概要    

■調査設計 
 

標本抽出 住民基本台帳から年齢別に無作為抽出 

調査方法 郵送配布－郵送回収法 

調査期間 
①就学前児童保護者及び小学生保護者・・・・・8月1日～8月23日 
②中学生保護者、中学生本人、青少年、若者・・9月26日～10月16日 

 

■調査対象（平成 25 年 4月１日現在） 
 

1 新宿区次世代育成支援に関する調査 
（就学前児童保護者） 

区内在住の就学前児童の保護者 

2 新宿区次世代育成支援に関する調査 
（小学生保護者調査） 

区内在住の小学校１年生から小学校６年生の
保護者 

3 新宿区次世代育成支援に関する調査 
（中学生の保護者調査） 

区内在住の中学校１年生から中学校３年生の
保護者 

4 中学生の日常生活と意識に関する調査 区内在住の中学校１年生から中学校３年生 

5 青少年の日常生活と意識に関する調査 区内在住の15歳から17歳までの男女 

6 若者の意識調査 区内在住の18歳から39歳までの男女 

 

■回収状況 
 

 
対象者数 有効回収数 有効回収率 

1 新宿区次世代育成支援に関する調査 
（就学前児童保護者） 

2,500 1,337 53.5％ 

2 新宿区次世代育成支援に関する調査 
（小学生保護者調査） 

1,500 805 53.7％ 

3 新宿区次世代育成支援に関する調査 
（中学生の保護者調査） 

300 152 50.7％ 

4 中学生の日常生活と意識に関する調査 300 120 40.0％ 

5 青少年の日常生活と意識に関する調査 300 93 31.0％ 

6 若者の意識調査 1,500 267 17.8％ 

  合 計 6,400 2,774 43.3％ 

◆報告書の見方 

１ 図表の中のｎとは該当質問の回答者数を表しています。 

２ 本文、図表中の百分率（%）は小数点以下第２位を四捨五入しているため、あるいは複数

回答のため、数値の合計が 100％にならない場合があります。 

３ 図表作成の都合上、選択肢表記や回答の小さい比率は、短縮・省略している場合があります。 

 



3 

 

  

 

新宿区での子育て継続意向 

 

 新宿区での子育て継続意向を尋ねたところ、「ずっと新宿区で子育てをしていきたい」は就学前

児童保護者で 35.0％、小学生保護者で 48.7％、中学生保護者で 55.9％となっています。 

 また、「ずっと新宿区で子育てをしていきたい」と「当分の間は新宿区で子育てをしていきたい」

を合わせた『新宿区で子育てをしていきたい』は就学前児童保護者、小学生保護者、中学生保

護者いずれも前回、前々回調査よりも多くなっています。 

 

図表 3 新宿区での子育て継続意向（就学前児童保護者・小学生保護者・中学生保護者）＜経年比較＞ 

 

図表 4 新宿区での子育て継続意向（小学生保護者）＜経年比較＞ 

 

図表 5 新宿区での子育て継続意向（中学生保護者）＜経年比較＞ 
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就学前児童保護者

（平成25年度）（n=1,337)

（平成20年度）（n=920)

（平成15年度）（n=1,354)

ずっと新宿区で子育てをしていきたい 当分の間は新宿区で子育てをしていきたい
できれば新宿区以外の区市町村で子育てをしたい 近いうちに転出するつもりである
その他 無回答

48.7 

46.2 

40.8 

39.6 

39.1 

36.0 

4.2 

6.2 

11.4 

0.6 

1.2 

2.4 

2.7 

4.1 

7.6 

4.1 

3.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

（平成25年度）（n=805)

（平成20年度）（n=924)

（平成15年度）（n=1,302)

ずっと新宿区で子育てをしていきたい 当分の間は新宿区で子育てをしていきたい
できれば新宿区以外の区市町村で子育てをしたい 近いうちに転出するつもりである
その他 無回答

55.9 

56.3 

30.3 

28.4 

3.9 

6.3 

0.0 

0.5 

2.6 

2.1 

7.2 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生保護者

（平成25年度）（n=152)

（平成20年度）（n=190)

ずっと新宿区で子育てをしていきたい 当分の間は新宿区で子育てをしていきたい
できれば新宿区以外の区市町村で子育てをしたい 近いうちに転出するつもりである
その他 無回答

就学前児童保護者、小学生保護者、中学生保護者の調査結果 

1 ＜就学前・小学生・中学生保護者＞ 
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子どもを育てやすい社会に必要なこと 

 

 子どもを育てやすい社会に必要なことは、就学前児童保護者、小学生保護者、中学生保護者す

べてで「児童手当や税金・教育費の軽減など経済的援助」が 50％台と最も多くなっています。 

 次いで、就学前児童保護者では「保育サービスの充実(待機児童解消、一時保育、延長保育、病

児・病後児保育など)」（54.8％）、小学生保護者では「子どもが安心して放課後を過ごせる居

場所づくりの充実(学童クラブ、児童館、放課後子どもひろば)」（46.7%）、中学生保護者では

「子育てをしやすい職場づくりのための支援(職場の雰囲気、育児休業制度、労働時間の短縮等)」

（36.8%）となっています。 

 

図表 6 子どもを育てやすい社会に必要なこと（就学前児童保護者・小学生保護者・中学生保護者） 
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子育てや子どもの発達などについての不安や悩
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妊婦健診の充実

不妊治療や産科の医療機関情報の提供
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特にない

無回答

就学前児童保護者（n=1,337)

小学生保護者（n=805)

中学生保護者（n=152)

(%)

2 ＜就学前・小学生・中学生保護者＞ 



5 

 

 

子育ての楽しさ 

 

 子育てを「とても楽しい」又は「まあまあ楽しい」と思っている保護者は、就学前児童では 95.3％、

小学生及び中学生では 91.5％となっています。中学生保護者では、「とても楽しい」が前回調

査と比較して増えています。 

 

図表 7 子育ての楽しさ（就学前児童保護者）＜経年比較＞ 

 

 

図表 8 子育ての楽しさ（小学生保護者）＜経年比較＞ 

 

 

図表 9 子育ての楽しさ（中学生保護者）＜経年比較＞ 
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就学前児童保護者

（平成25年度）（n=1,337)

（平成20年度）（n=920)

（平成15年度）（n=1,364)

とても楽しい まあまあ楽しい あまり楽しくない まったく楽しくない 無回答
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とても楽しい まあまあ楽しい あまり楽しくない まったく楽しくない 無回答

42.8 
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とても楽しい まあまあ楽しい あまり楽しくない まったく楽しくない 無回答

3 ＜就学前・小学生・中学生保護者＞ 
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子育てのつらさ 

 

 子育てがつらいと「いつも思う」又は「ときどき思う」保護者は、就学前児童では 58.5％、小

学生では 56.4％、中学生では 44.7％となっています。 

 また、子育てのつらさを母親の就労状況別にみると、就労していない母親の方が、子育てがつ

らいと「いつも思う」ことが多くなっています。 

 

図表 10 子育てのつらさ（就学前児童保護者）＜経年比較＞ 

 

 

図表 11 子育てのつらさ（小学生保護者）＜経年比較＞ 

 

 

図表 12 子育てのつらさ（中学生保護者）＜経年比較＞ 

 
 

図表 13 子育てのつらさ（母親の就労状況別）（就学前児童保護者） 
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4 ＜就学前・小学生・中学生保護者＞ 
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 子育てのつらさを平日定期的に利用している保育・教育サービスの有無別にみると、保育・教

育サービスを利用していない人は子育てがつらいと「いつも思う」割合が、利用している人に

比べて多くなっています。 

 

図表 14 子育てのつらさ（平日定期的に利用している保育・教育サービスの有無別）（就学前児童保護者） 

 

 

 

 子育てに関する悩みを子育てのつらさ別に見てみると、子育てがつらいと「いつも思う」「とき

どき思う」人は、「子どもの遊ばせ方や、しつけについて」「仕事や自分のことが十分にできな

いこと」が多くなっています。そのほか、子育てがつらいと「いつも思う」人は、「緊急時に子

どもを見てくれる人がいないこと」「子育てが精神的な負担になっていること」も、他の項目と

比較して多くなっています。 

 

図表 15 子育てに関する悩み（子育てのつらさ別）（就学前児童保護者） 
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(%)

回答者数 子どもの遊
ばせ方や、し
つけについて

仕事や自分
のことが十分
にできないこ
と

子どもの食
事や栄養に
ついて

緊急時に子
どもを見てく
れる人がい
ないこと

子どもとの時
間が十分に
とれないこと

子どもの発
達について

子育てに自
信が持てな
いこと

子どもの病
気について

子育てで配
偶者と意見
があわないこ
と

1,337 46.9 33.4 28.1 27.2 22.5 14.8 14.1 11.7 8.0

いつも思う 66 71.2 60.6 31.8 43.9 22.7 21.2 36.4 12.1 22.7

ときどき思う 717 57.2 43.4 34.2 29.8 24.5 19.2 19.8 15.5 9.3

あまり思わない 405 35.8 19.5 20.5 23.5 21.7 8.9 4.2 6.7 4.9

まったく思わない 129 19.4 12.4 20.9 19.4 17.1 7.8 3.9 7.8 3.9

回答者数 子育てが精
神的な負担

になっている
こと

子育て仲間
がいないこと

保育情報や
地域の子育

て情報が得
にくいこと

子育てにつ
いて、まわり

からどのよう
に思われて
いるのか気
になること

子どもへの
接し方がわ

からないこと

専門的な相
談先がわか

らないこと

その他 特に悩んで
いることはな

い

無回答

1,337 7.9 7.6 7.3 6.0 5.1 3.9 5.5 13.6 2.2

いつも思う 66 54.5 12.1 7.6 18.2 15.2 3.0 7.6 0.0 1.5

ときどき思う 717 9.6 9.5 8.9 7.8 7.0 5.2 5.2 6.0 0.8

あまり思わない 405 0.2 4.0 5.4 2.5 1.7 2.5 5.7 22.7 0.2

まったく思わない 129 0.0 7.0 5.4 1.6 0.8 2.3 6.2 35.7 1.6

（注）網がけは40％以上のもの

（注）「子育てに関して悩んでいること」は複数回答である

（注）上部分の項目（表頭：分析の対象となる質問項目）、表の左側部分の項目（表側：分析の軸）で構成している
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と
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安心して子育てするために地域で必要だと思う取組み 

 

 安心して子育てするために地域で必要だと思う取組みは、就学前児童保護者、小学生保護者と

もに「行政や保護者、地域の人たちが協力し、子どもの安全を守るための活動をする」が最も

多くなっています。 

 就学前児童保護者では、次いで「子どもと親が一緒にできる活動を増やす」（42.1％）、「子育

て中の親が集まり、話したり遊んだりできる場や仕組みを増やす」（41.9％）となっています。 

 小学生保護者では、次いで「地域での子どもの自主的な活動を育成・支援するために、行政や

地域の団体などが連携する」（33.4％）「子どもと親が一緒にできる活動を増やす」（30.1％）

となっています。 

 

図表 16 安心して子育てするために地域で必要だと思う取組み（就学前児童保護者・小学生保護者） 

 

  

44.4 

42.1 

41.9 

30.5 

20.9 

8.3 

3.6 

4.3 

42.5 

30.1 

28.6 

33.4 

16.0 

9.7 

6.5 

5.1 

0 10 20 30 40 50

行政や保護者、地域の人たちが協力し、

子どもの安全を守るための活動をする

子どもと親が一緒にできる活動を増やす

子育て中の親が集まり、話したり遊んだりできる

場や仕組みを増やす

地域での子どもの自主的な活動を育成・支援

するために、行政や地域の団体などが連携する

子育てサークルや子育て支援ボランティアなどの

自主的な活動がしやすい仕組みを増やす

その他

特に必要ない

無回答 就学前児童保護者（n=1,337)

小学生保護者（n=805)

(%)

5 ＜就学前・小学生保護者＞ 
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就労状況 

 

 就労状況についてみると、就学前児童保護者、小学生保護者ともに「就労している」が最も多

くなっています。就労している割合は、就学前児童保護者、小学生保護者ともに前回、前々回

調査と比較して多くなっています。 

 

図表 17 就労状況（就学前児童保護者） 

 
 

図表 18 就労状況（小学生保護者） 

 

 

（注）平成 15年度、平成 20年度調査は「主に子どもの世話をしている保護者の就労状況」。今回調査は母

親の就労状況。 

  

45.4

38.8

38.9

10.6

7.8

3.6

40.5

45.4

48.1

2.5

6.8

7.2

0.8

1.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

（平成25年度）（n=1,337）

（平成20年度）（n=920）

（平成15年度）（n=1,364）

就労している
産休・育休・介護休業中
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまで就労したことはない
不明

57.4

54.9 

54.2 

0.8

0.5 

0.6 

35.9

34.0 

31.6 

4.3

9.3 

10.4 

1.5

1.3 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

（平成25年度）（n=805）

（平成20年度）（n=924）

（平成15年度）（n=1,302）

就労している
産休・育休・介護休業中
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまで就労したことはない
不明

6 ＜就学前・小学生保護者＞ 
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育児休業取得状況 

 

 育児休業取得状況は、就学前児童保護者の母親では「取得した（取得中である）」が最も多くな

っています。また、父親については、「取得していない」が最も多くなっています。 

図表 19 育児休業取得状況（就学前児童保護者） 

 
 
 

育児休業を取得していない理由 

 

 育児休業を取得していない理由は、母親については「子育てや家事に専念するために退職した」

が最も多くなっています。また、父親については、「仕事が忙しかった」が最も多くなっていま

す。 

図表 20 育児休業を取得していない理由（就学前児童保護者） 

 

37.5 

40.5 

20.9 

1.1 

1.0 

2.2 

91.3 

5.4 

0 20 40 60 80 100

働いていなかった

取得した(取得中である)

取得していない

無回答 母親

父親

(%)

n=1,337

33.3

20.1

18.6

17.9

11.1

10

9.7

9.3

8.2

2.2

1.8

1.4

0.7

0.7

25.4

1.1

0.2

46.9

12.2

31.3

0.3

0

24.7

8.3

2.9

9.2

24.5

0

30.1

2.1

10

2.1

0 10 20 30 40 50

子育てや家事に専念するために退職した

仕事が忙しかった

職場に育児休業の制度がなかった(就業規則に定めがなかった)

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

(産休後に)仕事に早く復帰したかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

仕事に戻るのが難しそうだった

保育所(園)などに預けることができた

昇給・昇格などが遅れそうだった

配偶者が無職、親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要が

なかった

産前産後の休暇を取得できることを知らず、退職した

配偶者が育児休業制度を利用した

育児休業を取得できることを知らなかった

その他

無回答

母親(n=279) 父親（n=1221)

(%)

8 

7 ＜就学前＞ 

＜就学前＞ 
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育児休業から復帰した時期 

 

 育児休業から復帰した時期のうち、実際の時期は「0 歳 6 か月～0歳 11 か月」が最も多くな

っていますが、希望の時期は「1歳 0か月～1歳５か月」が最も多くなっています。 

 

図表 21 育児休業から復帰した実際の時期と希望の時期（就学前児童保護者） 

 

 
 

1歳になるまで育児休業を取得したいか 

 

 必ず利用できる保育・教育事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得するかについては、「１

歳になるまで育児休業を取得したい」が 89.4％と最も多く、次いで「１歳になる前に復帰した

い」6.7％となっています。 

図表 22 １歳になるまで育児休業を取得するか（就学前児童保護者） 

 

  

3.7 

10.5 

46.7 

14.1 

6.6 

0.7 

11.4 

6.2 

0 10 20 30 40 50

0歳0か月～0歳5か月

0歳6か月～0歳11か月

1歳0か月～1歳5か月

1歳6か月～1歳11か月

2歳0か月～2歳5か月

2歳6か月～2歳11か月

3歳0か月以上

無回答

希望

15.4 

40.0 

28.5 

11.5 

0.9 

0.7 

1.2 

1.4 

01020304050

0歳0か月～0歳5か月

0歳6か月～0歳11か月

1歳0か月～1歳5か月

1歳6か月～1歳11か月

2歳0か月～2歳5か月

2歳6か月～2歳11か月

3歳0か月以上

無回答

実際

89.4 6.7 3.8 

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 無回答

n=104

10 ＜就学前保護者＞ 

9 ＜就学前＞ 
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定期的な保育・教育事業利用状況及び利用意向 

 

 就学前児童保護者の定期的な保育・教育事業利用状況は、「認可保育園」が 39.6％で最も多く、

次いで「私立幼稚園」（18.3％）、「子ども園の長時間保育」（13.9％）となっています。 

 利用意向は、「認可保育園」（27.1％）が最も多く、次いで「子ども園の長時間保育」（22.0％）、

「私立幼稚園」（9.7％）となっています。 
 

図表 23 保育・教育事業利用状況及び利用意向（就学前児童保護者） 

 
 

利用する事業を選択する際に考慮する点 

 

 利用する事業を選択する際に考慮する点については、「自宅からの通いやすさ」が 79.3％と最

も多く、次いで「保育・教育の内容」49.5％、「施設の環境・設備」39.2％となっています。 

図表 24 事業を選択する際に考慮する点（一番目～三番目の合計）（就学前児童保護者） 

 

39.6 

18.3 

13.9 

9.7 

8.8 

3.9 

0.9 

0.9 

0.6 

0.1 

3.8 

0.2 

0.1 

27.1 

9.7 

22.0 

8.4 

4.3 

7.4 

2.6 

2.4 

3.1 

3.2 

2.2 

47.4 

0.0 

3.2 

0 10 20 30 40 50

認可保育園

私立幼稚園

子ども園の長時間保育

区立幼稚園

認証保育所

子ども園の短・中時間保育

区立保育ルーム

定期利用保育

事業所内保育・院内保育

家庭的保育(保育ママ等)

その他

特にない

不明

無回答 利用状況 利用意向

(%)

n=878

79.3 

49.5 

39.2 

22.0 

17.7 

12.0 

10.6 

10.5 

10.2 

6.3 

3.6 

3.6 

11.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

自宅からの通いやすさ

保育・教育の内容

施設の環境・設備

利用料金

給食の有・無

職員の配置(人数、体制)

利用できる年齢

利用できる時間

職場からの通いやすさ

預かり保育の有・無

その他

不明

無回答

(%)

n=1,337

12 

11 ＜就学前保護者＞ 

＜就学前保護者＞ 
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放課後の居場所の希望 

 

 放課後の居場所の希望は、就学前児童保護者、小学生保護者ともに「通学している小学校内」

が最も多くなっています。 

 小学生で放課後を過ごさせたい居場所としては、低学年及び高学年ともに「習い事(ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾など)」が最も多くなっています。また、「放課後子どもひろば」につ

いては、低学年で 5割を超える方が希望しています。 

 

図表 25 放課後の居場所の希望（就学前児童保護者・小学生保護者） 

 

 

図表 26 放課後を過ごさせたい場所（低学年）（就学前児童保護者・小学生保護者） 

 

64.8 

14.4 

12.3 

1.3 

1.0 

2.6 

3.6 

63.9 

13.3 

14.9 

1.2 

1.7 

2.6 

2.4 

0 10 20 30 40 50 60 70

通学している小学校内

通学している小学校の近く

小学校から自宅までの通学路の間

親が通勤・買い物などに利用する最寄り駅の近く

その他

わからない

無回答
就学前児童保護者（n=1337)
小学生保護者（n=805)

(%)

58.6 

54.4 

49.6 

41.4 

19.4 

18.7 

22.4 

4.3 

55.5 

50.8 

33.0 

47.1 

18.3 

15.8 

25.1 

3.5 

0 10 20 30 40 50 60 70

習い事(ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など)

放課後子どもひろば

学童クラブ

自宅

児童館

祖父母宅や友人・知人宅

その他(公園など)

無回答
就学前児童保護者（n=1337)
小学生保護者（n=805)

(%)

13 ＜就学前・小学生保護者＞ 
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図表 27 放課後を過ごさせたい場所（高学年）（就学前児童保護者・小学生保護者） 

 

 

 

 放課後子どもひろばの利用時間が学童クラブと同等に拡大された場合の利用希望については、

「低学年の間も利用したい」が最も多く、次いで「高学年になったら利用したい」となってい

ます。一方で、「利用の希望はない」が 22.3％となっています。 

 

図表 28 放課後子どもひろばの利用時間が学童クラブと同等に拡大された場合の利用希望（就学前児童保護者） 

 

  

77.9 

46.4 

45.0 

29.8 

19.8 

17.1 

25.4 

4.9 

73.3 

55.5 

40.2 

14.2 

16.3 

19.9 

28.2 

4.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

習い事(ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など)

自宅

放課後子どもひろば

学童クラブ

祖父母宅や友人・知人宅

児童館

その他(公園など)

無回答
就学前児童保護者（n=1337)
小学生保護者（n=805)

(%)

36.3 34.1 22.3 7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

低学年の間も利用したい 高学年になったら利用したい 利用の希望はない 無回答
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毎日の楽しさ 

 

 毎日の生活が「とても楽しい」と回答した人は、中学生本人で 41.7％、青少年で 40.9％とな

っており、前回調査と比較して増えています。 

 

図表 29 毎日の楽しさ（中学生本人）＜経年比較＞  

 

 

図表 30 毎日の楽しさ（青少年）＜経年比較＞  

 

  

41.7 

39.1 

50.8 

51.0 

7.5 

7.9 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生本人

（平成25年度）（n=120)

（平成20年度）（n=151)

とても楽しい まあまあ楽しい あまり楽しくない 楽しくない 無回答

40.9 

28.3 

50.5 

60.2 

5.4 

10.6 

1.1 

0.0 

2.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青少年

（平成25年度）（n=93)

（平成20年度）（n=113)

とても楽しい まあまあ楽しい あまり楽しくない 楽しくない 無回答

中学生本人、青少年、中学生保護者の調査結果 

1 ＜中学生・青少年＞ 
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悩みごと 

 

 悩みごとは、中学生本人では「学校の勉強について」が 56.1％で最も多く、次いで「進路や進

学について」（46.3%）、「性格やくせのこと」（34.1％）となっています。前回調査と比較す

ると、前回最も多かった「友だちとのけんかについて」は、今回調査では 4 番目に多い項目と

なっています。 

 青少年では「進路や進学について」が 71.0％で最も多く、次いで「学校の勉強や仕事について」

（62.3％）、「友達や職場の人との人間関係について」（33.3％）となっています。 

図表 31 悩みごと（中学生本人）  

 

図表 32 悩みごと（青少年） 

 

  

56.1 

46.3 

34.1 

26.8 

19.5 

14.6 

12.2 

9.8 

7.3 

2.4 

14.6 

0.0 

37.3 

31.3 
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38.8 

20.9 

11.9 

6.0 

9.0 

4.5 

6.0 
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1.5 

0 10 20 30 40 50 60

学校の勉強について

進路や進学について

性格やくせのこと

友だちとのけんかについて

顔や体型のこと

親や家族のこと

先生から怒られたこと

ボーイフレンドやガールフレンドのこと

病気や体のこと

いじめられることについて

その他

無回答

中学生本人（平成25年度）（n=41)

中学生本人（平成20年度）（n=67)

（%）

71.0 

62.3 

33.3 

21.7 

21.7 

8.7 

7.2 

5.8 

0.0 

0.0 

4.3 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

進路や進学について

学校の勉強や仕事について

友だちや職場の人との人間関係について

顔や体型のこと

性格やくせのこと

親や家族との人間関係について

ボーイフレンドやガールフレンドのこと

病気や体のこと

学校や職場でいじめられることについて

家族から暴力や虐待を受けていること

その他

無回答 青少年（n=69)

(%)

2 ＜中学生・青少年＞ 
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インターネット等の利用について 

 

 インターネットを「利用している」は、中学生本人で 88.3％、青少年で 93.5％となっています。 

 自分のブログやプロフ、ホームページやＳＮＳのアカウントを「持っている」は中学生本人で

29.2％、青少年で 55.2％となっています。一方、ブログやプロフ、ホームページやＳＮＳの

アカウントを「持っている」と思っている中学生保護者は 21.3％となっています。 

図表 33 インターネットの利用について（中学生本人・青少年） 

 
 

図表 34 自分のブログやプロフ、ホームページやＳＮＳのアカウントの所有状況（中学生本人・青少年・中学生保護者） 

 

 

自分専用の携帯電話やスマートフォンの所有状況 

 

 自分専用の携帯電話やスマートフォンを「持っている」は、中学生本人で 75.8％、青少年で

89.2％となっています。また、中学生本人では「持っていないがほしい」が 20.8％となって

います。 

図表 35 自分専用の携帯電話やスマートフォンの所有状況（中学生本人・青少年） 
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93.5
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0.8 
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中学生本人（n=120)

青少年（n=93)

利用している 利用していない 無回答

29.2 

55.2 

21.3 

67.9 

43.7 

72.8 

0.0 

0.0 
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1.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生本人（n=106)

青少年（n=87)

中学生保護者（n=136)

持っている 持っていない 分からない 無回答

75.8 

89.2

20.8 

5.4

1.7 

4.3

1.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生本人（n=120)

青少年（n=93)

持っている 持っていないがほしい 持っていないし、ほしいとも思わない 無回答

3 

4 

＜中学生・青少年＞ 

＜中学生・青少年＞ 
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パソコン、携帯電話、スマートフォン、ゲーム機器等の使用について困ったこと 

 

 パソコン、携帯電話、スマートフォン、ゲーム機器等の使用について困ったことは、中学生本

人、青少年ともに「使用料が高額になって親から注意されたことがある」が最も多く、次いで

「もらったメールに返信しないことを送信者から指摘されるなど、相手とのやり取りがめんど

うくさいと感じたことがある」の順に割合が高くなっています。 

図表 36 パソコン、携帯電話、スマートフォン、ゲーム機器等の使用について困ったこと（中学生本人・青少年） 
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もらったメールに返信しないことを送信者から
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めんどうくさいと感じたことがある

インターネット上だけの交友関係がある
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注意されたことがある

いじめの対象になったことがある

自分の悪口をサイトに書き込まれたことがある

友だちの悪口などをサイト上に書きこんだことがある

実際に利用していない(利用)料金の

請求をされたことがある

出会い系サイトなどで危険な目にあったことがある

その他

特にない

無回答
中学生本人（n=112)

青少年（n=89)

(%)

5 ＜中学生・青少年＞ 
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 中学生保護者のパソコン、携帯電話、スマートフォン、ゲーム機器等の使用について困ったこ

とは、「勉強がおろそかになること」が 53.5％で最も多く、次いで「保護者の把握できない交

友関係が広がること」（34.7％）、「家族とのコミュニケーションが少なくなること」（25.7％）

となっています。 

 

図表 37 子どものパソコン、携帯電話、スマートフォン、ゲーム機器等の使用について困ったこと（中学生保護者） 

 

 

 

  

53.5 

34.7 

25.7 

23.6 

22.2 

21.5 

20.8 

15.3 

13.9 

10.4 

5.6 

11.8 

12.5 

0 20 40 60

勉強がおろそかになること

保護者の把握できない交友関係が広がること

家族とのコミュニケーションが少なくなること

不当請求などの被害にあうのではないかということ

コミュニケーションの力が育たないのではないかと

いうこと

いじめをしたりいじめの対象になるのではないかと

いうこと

出会い系サイトなどで危険な目にあうのではないか

ということ

使用料が高額になること

アダルトサイトを見るのではないかということ

公共の場での使用マナーを守れないこと

その他

特にない

無回答
中学生保護者（n=144)

(%)
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毎日の楽しさ 

 

 毎日の生活が「とても楽しい」と回答した人は、22.5％で、前回調査と比較して増えています。 

 

図表 38 毎日の楽しさ（若者） 

 

 

仕事と生活のバランス 

 

 仕事と生活のバランスについては、「仕事と家庭生活を同時に重視」したいという理想を描いて

いる人が 49.4％で最も多くなっていますが、現在の状態では「仕事を優先」している人が

21.7％で最も多くなっています。 

 

図表 39 仕事と生活のバランス（若者） 

 

 

  

22.5 

17.7 

61.0 

60.6 

9.7 

15.7 

4.1 

3.6 

2.6 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者

（平成25年度）（n=267)

（平成20年度）（n=249)

とても楽しい まあまあ楽しい あまり楽しくない 楽しくない 無回答

3.4 

4.1 

49.4 

30.0 

12.0 

0.4 

0.7 

21.7 

20.2 

19.5 

11.2 

17.6 

6.0 

3.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

仕事を優先

どちらかといえば、家庭生活よりも仕事を優先

仕事と家庭生活を同時に重視

どちらかといえば、仕事よりも家庭生活を優先

家庭生活を優先

その他

無回答

理想 あなたの今の状態

(%)

若者の調査結果 

1 

2 

＜若者＞ 

＜若者＞ 
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家庭での男女の役割分担について 

 

 家庭での男女の役割分担については、「男女とも仕事をし、家事・育児は男女で分担するのがよ

い」が 43.8％で最も多く、次いで「男性は仕事をし、女性は家事・育児にさしつかえない範囲

で仕事をするのがよい」（25.1％）、「男性は仕事、女性は家事・育児を分担するのがよい」

（10.1％）となっています。 

 

図表 40 家庭での男女の役割分担について（若者） 

 

 

  

43.8 

2.6 

0.4 

10.1 

0.0 

25.1 

0.0 

9.0 

1.1 

7.9 

43.0 

3.2 

0.0 

5.2 

0.0 

28.1 

0.0 

8.0 

2.4 

9.6 

0 20 40 60

男女とも仕事をし、家事・育児は

男女で分担するのがよい

男女とも仕事をし、家事・育児は

主に女性が分担するのがよい

男女とも仕事をし、家事・育児は

主に男性が分担するのがよい

男性は仕事、女性は家事・育児を

分担するのがよい

女性は仕事、男性は家事・育児を

分担するのがよい

男性は仕事をし、女性は家事・育児に

さしつかえない範囲で仕事をするのがよい

女性は仕事をし、男性は家事・育児に

さしつかえない範囲で仕事をするのがよい

その他

わからない

無回答
若者（平成25年度）（n=267)

若者（平成20年度）（n=249)

(%)

3 ＜若者＞ 
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結婚や子育てについて 

 

 結婚や子育てについて、ほとんどの項目で「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」が多く

なっていますが、「結婚はしたくないが、子どもは欲しい」では「そう思わない」が最も多くな

っています。 

 

図表 41 結婚や子育てに関する考え方（若者） 

 

 

  

62.2 

47.9 

49.1 

6.7 

28.5 

42.3 

51.3 

24.7 

37.8 

24.3 

54.3 

27.0 

37.1 

31.8 

8.6 

46.8 

46.1 

35.6 

36.3 

43.1 

54.3 

37.1 

6.4 

9.4 

14.2 

23.6 

7.1 

7.1 

8.2 

21.7 

13.5 

15.4 

5.6 

3.4 

4.5 

3.7 

58.4 

15.7 
3.0 

3.7 

15.4 

4.5 

4.5 

1.1 

1.1 

1.1 

1.1 

2.6 

1.9 

1.5 

1.1 

1.9 

1.1 

1.5 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚は個人の自由だから、

してもしなくてもよい

結婚しても、うまくいかなければ

離婚することはしかたがない

結婚しても、必ずしも子どもを持つ必要はない

結婚はしたくないが、子どもは欲しい

結婚したら、子どもを持つほうがよい

子どもの人数や何歳ごろに生むかを決めると

き、女性(妻)の意見を尊重した方がよい

子どもの世話は、父親も母親も

同じにするのがよい

子どもが３歳になるまでは、母親(父親)が

家庭で育てる方がよい

子どものことも大事だが、

自分自身の生活も大事にしたい

自分のことを多少犠牲にしても、

子どものことを優先したほうがよい

女性は子どもを生んでも、

仕事をやめなくてよい

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

4 ＜若者＞ 
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新宿区への愛着度 

 

 新宿区への愛着度については、「とても好き」は、中学生本人で 30.8％、青少年で 35.5％、

若者で 27.7％となっており、前回調査と比較して、中学生本人と青少年で増えています。 

 

図表 42 新宿区への愛着度（中学生本人）＜経年比較＞ 

 

 

図表 43 新宿区への愛着度（青少年）＜経年比較＞ 

 

 

図表 44 新宿区への愛着度（若者）＜経年比較＞ 

 

 

30.8 

29.1 

57.5 

59.6 

8.3 

7.9 

0.8 

2.6 

2.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生本人

（平成25年度）（n=120)

（平成20年度）（n=151)

とても好き どちらかというと好き どちらかというと嫌い 嫌い 無回答

35.5 

27.4 

50.5 

63.7 

8.6 

6.2 

3.2 

1.8 

2.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青少年

（平成25年度）（n=93)

（平成20年度）（n=113)

とても好き どちらかというと好き どちらかというと嫌い 嫌い 無回答

27.7 

27.7 

60.3 

58.6 

9.4 

9.6 

1.9 

2.0 

0.8 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者

（平成25年度）（n=267)

（平成20年度）（n=249)

とても好き どちらかというと好き どちらかというと嫌い 嫌い 無回答

5 ＜中学生・青少年・若者＞ 


